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６軸の垂直多関節ロボットで
バリ取り自動化。大幅な生産効率
アップとコストダウンを果たす

TOPIC

08

ネックだったバリ取り工程

　阪部工業は鋳鉄の専門メーカー。
主に自動車や建設機械、土木資材用
の部品を製造している。西尾市に三
つの工場を持ち、素材加工から最終
仕上げまで一貫して手がける。
4000kgという重量品にも対応してお
り、軽量、重量問わず幅広いニーズ
に応えている。
　売り上げのトップは自動車部品で、
全体の40―45％を占める。中でもメ
インで扱っているのが、デフケースな
ど足回りの部品だ。平成25年、同社
はデフケースの製造に明け暮れ、特
に仕上げ加工の工程はフル稼働を続
けていた。生田賢治加工部技術課課
長は「月に30日も稼働していたこと
もある」と、当時を振り返る。
　この仕上げ加工の一部の工程がバ

リ取りだ。バリ取り前の製品には、手
で触れると場合によってはケガをする
ほどの尖ったバリがある。これを工員
がルーターを使って地道に取っていく。
この際に出るクズは、四方八方へ飛
散して環境を悪化させる。何よりもネ
ックなのは、コスト要求が厳しい自動
車部品としては人手や時間がかかり
すぎる点だった。

ロボット導入で自動化に挑戦

　そこで同社はバリ取り工程にロボッ
トを導入し、工程を自動化することで
生産効率アップとコストダウンを図る
ことにした。「平成２５年度補正中小
企業・小規模事業者ものづくり・商業
・サービス革新事業」を使い、同26
年の８月にロボット導入を果たした。
同社が選択したのは、ファナックの６
軸垂直多関節ロボット。改造や手入

れのしやすさが決め手となった。
　ロボットは、購入してからのセット
アップに手間と時間がかかる。阪部
工業はセットアップメーカーの協力を
仰ぎながら、運用のためのテストを
重ねた。
　一番の課題は、先端工具に取り付
けるブラシの仕様だった。工員がル
ーターでバリ取りを行っていた際には、
ルーターで取りきれなかった「返りバ
リ」を砥石や工業用スポンジで取り
除いていた。ロボットの場合は、この
作業をブラシで行う。生田課長による
と「人の手は意外と精度が高い。た
った100分の１ｍｍのひっかかりも
感じ取れる」とのことで、同等の仕上
がりをロボットで実現するには、ブラ
シの仕様が鍵を握るというわけだ。
　そこで同社は、さまざまな種類のブ
ラシを試した。ブラシの硬さだけでな
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く、毛の長さも重要な要素だ。長す
ぎれば広がってしまってバリが取れず、
短すぎれば硬さが出て製品に傷がつ
く。試行錯誤の結果、毛が長めのブ
ラシの根元をしばる方法で、満足な
仕上がりに行き着いた。

効率が約38％もアップ

　ロボットの導入により、バリ取り工
程の生産効率は大幅に改善した。バ
リ取り作業を人とロボットで比較したと
ころ、人が１時間あたり13個こなす
のに対し、ロボットは約38％アップの
18個という結果が出た。そのため加
工ライン全体で８人割り当てていた作
業人員が７人に減らせ、１人は人員
が不足している他の工程に配置できた。
バリ取りの際に出るクズも飛散せずま
とまって排出されるため、環境を汚す
ことなく廃棄することが可能になった。

試練が常のモノづくり

　しばらくは計画通りの成果を出して
いたバリ取りロボットだったが、同28
年７月ごろから状況に異変が起こっ
た。バリ取りを必要とする製品の受注
が、減りはじめたのだ。回復を見せ
ることなく下降が続き、現在はピーク
時の３分の１にまで落ち込んでいる。

　だが同社はめげてはいない。生産
体制を整えて実現した低コストを武器
に、類似製品の受注を目指して営業
活動を続けている。「顧客の状況が変
化するのは、珍しくない。我々は変
化に対応すべく知恵をしぼるだけ」と
語る生田課長。モノづくりに徹する同
社は今後も、ふりかかる試練をバネ
に進化を続けていく。
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ロボットの活用でバリ取りの自動化を果たし、効率アップとコストダウンにつなげた

試行錯誤した「返りバリ」対策のブラシ 人手で行うのはクズの除去のみになった


